
出初め式の一斉放水
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消
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第1章 治 安

第
一
章

治

赴
任
年
月
日

氏

名

二
七
、
一
二
、
二
二

竹
崎

猶
衛

三
四
、
一
二
、
三
一
堀
内

幸
吉

赴
任
年
月
日

氏

名

四
〇
、
八
、
二
五

越
智

博

第
一
節

警
察
官
駐
在
所
の
沿
革

三
六
、

四
、

三
八
、

六
、

四
〇
、

四
、

四
〇
、

七
、

一
泉

管
市

一
七

川
端

鴨
夫

一
越
智

博

一
五

祖
母
井
尊
憲

四
二
、
四
、

四
四
、
四
、

四
五
、
四
、

四
八
、
四
、

四
九
、
四
、

一

石
谷

憲

一
藤
本

武
敏

一
森

長
久

一
池
内

勝

一
谷
口

卓

一
、
御
三
戸
警
察
官
駐
在
所

御三戸警察官駐在所

1
 
、
従
来
弘
形
村
巡
査
駐
在

所
と
し
て
上
黒
岩
久
主
ノ
下

に
あ
っ
た
が
、
美
川
村
と
な

っ
て
、
御
三
戸
警
察
官
駐
在

所
と
改
称
し
、
昭
和
四
六
年

一
月
二
一
日
、
現
在
の
場
所

に
新
築
移
転
し
た
も
の
で
あ

る
。

2
、
美
川
村
発
足
以
来
の
歴

代
駐
在
警
察
官
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

二
、
仕
七
川
警
察
官
駐
在
所

1
 
、
従
来
仕
七
川
村
巡
査
駐
在
所
と
し
て
西
古
味
に
あ
っ
た
が
、
美

川
村
と
な
っ
て
仕
七
川
警
察
官
駐
在
所
と
改
称
し
、
昭
和
四
五
年
三

月
二
六
日
現
在
の
東
古
味
に
新
築
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。

仕七川警察官駐在所

2
、
美
川
村

発
足
以
来
の

歴
代
駐
在
警

察
官
は
次
の

と
お
り
で
あ

る
。
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赴
任
年
月
日

氏

名

二
九
、

九
、
一
五

真
鍋
正
博

三
四
、

三
、
三
一
竹
崎
猶
衛

一
二
七
、

四
、
一
松
下
泰
明

四
〇
、

四
、
一
富
岡
国
昭

赴
任
年
月
日

氏

名

四
〇
、
一
〇
、

四
二
、

四
、

一
足
立
重
明

一
森
川
福
松

四
三
、

四
四
、

四
六
、

四
八
、

四
九
、

一
二
、

二

森
田
幸
弘

四
、
一
浅
川
正
寿

三
、
二
三

石
谷

慧

四
、
一
松
井
現
儀

八
、
二
一
渡
部

博

の
と
お
り
黒
藤
川
中
組
に
在
っ
た
が
、
昭
和
三
八
年
五
月
二
五
日
従

来
の
場
所
に
新
築
し
た
も
の
で
あ
る
。

2
、
美
川
村
発
足
以
来
の
歴
代
駐
在
警
察
官
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。
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三
、
黒
藤
川
警
察
官
駐
在
所

1
 
、
従
来
中
津
村
に
は
中
津
巡
査
駐
在
所
と
久
主
巡
査
駐
在
所
の
二

つ
が
あ
っ
て
分
担
駐
在
し
て
い
た
が
、
中
津
村
が
分
割
さ
れ
て
美
川

村
と
柳
谷
村
に
合
さ
れ
、
久
主
巡
査
駐
在
所
は
廃
止
さ
れ
た
。

赴
任
年
月
日

二
七
、

三
、
一
九

三
〇
、
一
〇
、
二
〇

三
二
、

二
、

八

一
三
一
、

四
、

二

三
六
、

四
、
一

四
一
、

八
、

七

氏

名

平
田

国
一

門
田

文
雄

楠
本

平
八

米
盛

進

祖
母
井
尊
意

河
原

泰
典

赴
任
年
月
日

四
四
、
八
、
二
五

四
五
、
四
、

二

四
六
、
五
、
一
四

四
八
、
四
、
一

四
八
、
八
、
二
四

氏

名

村
上

森三
好

徳
森

山
内

清
次

長
久

靖
夫

上
幸

国
男

黒藤川警察官駐在所

中
津
巡
査

駐
在
所
は
美

川
村
に
統
合

さ
れ
て
、
黒

藤
川
警
察
官

駐
在
所
と
改

称
し
、
従
来

第
二
節

防

犯

対

策

終
戦
後
、
社
会
の
複
雑
化
に
よ
り
刑
法
犯
が
年
毎
に
増
加
し
、
昭

和
三
八
年
に
は
一
日
平
均
七
〇
件
と
云
う
増
加
の
傾
向
と
な
り
、
警

察
で
は
、
「
犯
罪
0
の
日
」
な
ど
の
実
践
活
動
を
通
じ
「
犯
罪
を
な

く
し
、
社
会
を
明
る
く
す
る
」
幅
広
い
活
動
に
よ
り
、
暴
力
犯
罪
や

盗
犯
の
防
止
運
動
を
つ
づ
け
て
来
た
。

こ
れ
ら
の
犯
罪
防
止
は
、
地
域
社
会
住
民
全
体
の
任
務
と
責
任
で
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犯

罪

統

計

あ
る
こ
と
か
ら
、
全
県
的
に
防
犯
団
体
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
本
村
に
は
美
川
村
防
犯
対
策
協
議
会
が
結
成
さ
れ
、
「
暴
力
の

追
放
」

「
少
年
の
非
行
防
止
」

「
盗
犯
の
予
防
」
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ

る
部
門
ご
と
に
協
議
し
、
い
ち
じ
る
し
い
実
績
を
あ
げ
た
。

昭
和
四
〇
年
一
月
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
や
研
究
・
協
議
の

時
代
で
は
な
く
実
践
の
時
代
だ
と
し
て
、
美
川
村
防
犯
対
策
協
議
会

を
発
展
的
解
消
し
、
美
川
村
防
犯
協
会
を
設
立
し
た
。
こ
の
防
犯
協

会
は
住
民
の
任
意
約
・
自
発
的
に
燃
え
あ
が
っ
て
結
成
さ
れ
た
団
体

で
あ
り
、
警
察
の
行
な
う
防
犯
活
動
と
は
、
お
の
ず
か
ら
そ
の
角
度

も
異
り
、
防
犯
協
会
の
行
な
う
防
犯
活
動
と
、
警
察
が
行
な
う
防
犯

活
動
と
が
車
の
両
輪
の
よ
う
に
お
互
い
に
緊
密
な
連
繋
の
も
と
に
、

美
川
村
民
一
人
一
人
が
地
域
毎
に
お
け
る
犯
罪
予
防
に
つ
い
て
の
問

題
を
、
自
ら
発
見
し
て
自
ら
の
手
で
解
決
し
て
行
こ
う
と
す
る
団
体

で
あ
る
。

以
後
、
本
村
消
防
団
、
婦
人
会
、
少
年
補
導
団
体
、
商
業
団
体
そ

の
他
の
関
係
団
体
機
関
の
協
力
に
よ
り
実
績
を
あ
げ
て
来
た
。
特

に
、
「
青
少
年
の
非
行
防
止
」
に
つ
い
て
は
、
村
内
各
小
中
学
校
の

協
力
の
も
と
に
、
少
年
補
導
部
長
に
よ
る
柔
剣
道
の
指
導
が
あ
り
、

年
間
数
回
の
大
会
に
出
場
し
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
、
郡
内
は
も
と

よ
り
県
内
に
も
知
ら
れ
る
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。

昭
和
四
八
年
一
〇
月
、
本
村
の
防
犯
相
談
所
長
五
名
を
一
一
名
に
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増
加
し
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
村
づ
く
り
を
推
進
し
い
る
。

第
三
節

交
通
安
全
対
策

車
両
交
通
の
急
激
な
増
加
に
伴
な
い
、
交
通
安
全
行
政
が
特
に
重

要
と
な
っ
た
。
昭
和
三
八
年
六
月
に
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
が
行

な
わ
れ
、
「
交
通
安
全
の
保
持
」
が
明
示
さ
れ
た
。

県
お
よ
び
市
町
村
に
お
い
て
も
、
こ
の
法
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て

交通安全に協力

今
後
、
よ
り
一
層
の
事
務
の

充
実
強
化
が
要
請
さ
れ
、
交

通
事
故
の
な
い
新
し
い
村
づ

く
り
町
づ
く
り
の
た
め
に
、

関
係
行
政
機
関
・
団
体
が
一

体
と
な
っ
て
緊
密
な
連
絡
の

も
と
に
総
合
的
な
諸
施
策
を

強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
な

り
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
交
通

事
故
防
止
運
動
が
展
開
さ

れ
、
県
に
は
、
「
愛
媛
県
交

交
通
事
故
統
計

338

通
対
策
協
議
会
」
を
結
成
す
る
な
ど
、
本
県
に
お
け
る
推
進
組
織
体

制
が
出
来
た
。

美
川
村
に
お
い
て
も
、
昭
和
四
〇
年
四
月
に
条
例
を
制
定
し
て

「
美
川
村
交
通
安
全
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
協
議
会
委
員
三
一

名
の
外
、
交
通
指
導
員
六
名
の
協
力
を
得
て
、
こ
の
運
動
を
強
力
に



第1章 治 安

交通安全県民運動組織体系図

(愛媛県)

対策委員会

ほ
か

安
全
協
会
役
員

輸
送
業
者
代
表

国

鉄

駅

長

議
会
各
‥
委
員
長

旅
館
組
合
代
表

料
飲
組
合
代
表

農

協

代

表

各
小
中
高
校
長

商
工
会
会
長

各
公
民
館
長

P
甘

A
会
長

青

年

団

長

婦

人

会

長

消

防

長

教

育

長

市
町
村
関
係
課
長

広
報
委
員
長
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安全交通の呼びかけ

推
進
し
て
い
る
。

協
力
団
体
と
し
て
、
県
に

は
愛
媛
県
交
通
安
全
協
会
が

あ
り
、
郡
に
は
上
浮
穴
交
通

安
全
協
会
、
村
に
は
上
浮
穴

交
通
安
全
協
会
美
川
支
部
が

あ
っ
て
、
支
部
長
を
中
心
と

し
た
各
役
員
並
び
に
会
員
の

日
夜
絶
ゆ
ま
な
い
努
力
に
よ

り
美
川
村
の
交
通
安
全
の
保

持
が
な
さ
れ
て
い
る
。
春
秋

二
回
の
交
通
安
全
週
間
中
に
は
国
道
三
三
号
線
の
路
上
に
「
交
通
茶

屋
」
を
設
け
、
通
行
の
す
べ
て
の
車
に
お
茶
の
接
待
を
し
て
、
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

第
二
章

消

第
一
節

美
川
村
消
防
団
の
発
足

昭
和
三
〇
年
町
村
合
併
に
よ
り
、
仕
七
川
村
消
防
団
・
弘
形
村
消

防
団
・
中
津
村
消
防
団
が
旧
村
当
時
の
現
有
力
を
そ
の
ま
ま
結
集
し

て
美
川
村
消
防
団
と
改
名
、
村
長
の
指
揮
下
に
入
り
団
員
四
六
一
名

を
以
て
発
足
し
た
。

こ
の
組
織
に
団
長
一
名
、
副
分
団
長
二
名
、
分
団
長
三
名
、
部
長

一
四
名
、
各
部
に
班
長
四
名
を
置
く
こ
と
と
し
、
初
代
団
長
に
旧
中

津
村
消
防
団
長
で
あ
っ
た
谷
昌
美
、
副
団
長
に
旧
任
七
川
消
防
団
長

黒
川
未
干
天
、
旧
弘
形
消
防
団
長
の
高
橋
堅
志
の
三
名
が
そ
れ
ぞ
れ

就
任
し
た
。
分
団
編
成
に
つ
い
て
は
旧
村
単
位
に
分
団
制
を
し
き
、

旧
弘
形
消
防
団
を
第
一
分
団
、
旧
任
七
川
消
防
団
を
第
二
分
団
、
旧

中
津
消
防
団
を
第
三
分
団
と
し
て
強
固
な
自
治
体
消
防
の
組
織
を
編

成
し
、
任
務
遂
行
に
邁
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
二
節

消
防
装
備
施
設
の
現
況

時
代
の
進
展
に
と
も
な
い
、
戦
前
か
ら
活
用
さ
れ
て
き
た
腕
用
ポ

ン
プ
に
替
っ
て
昭
和
二
五
年
頃
か
ら
「
消
防
機
械
化
の
は
じ
ま
り
」

と
も
言
う
べ
き
小
型
動
力
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
が
普
及
し
は
じ
め
、
順

次
各
部
班
に
購
入
さ
れ
て
来
た
。
昭
和
三
五
年
頃
ま
で
に
は
ほ
と
ん

ど
各
部
斑
に
動
力
ポ
ン
プ
を
備
え
、
ま
た
貯
水
槽
な
ど
国
・
県
お
よ
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び
村
の
補
助
金
に
よ
っ
て
施
設
を
整
え
た
。

当
時
の
消
防
勢
力
は
表
に
示
す
通
り
で
あ

る
が
、
合
併
後
五
ヶ
年
に
し
て
装
備
も
充
実

し
、
そ
の
後
の
火
災
消
防
に
威
力
を
発
揮
し

た
。消

防
水
利
施
設
に
つ
い
て
は
、
旧
来
各
地

区
に
管
理
さ
れ
て
い
る
貯
水
槽
は
腕
周
ポ
ン

プ
時
代
の
少
量
の
貯
水
池
で
あ
っ
て
可
搬
動

力
ポ
ン
プ
の
水
源
と
し
て
は
活
動
能
力
が
な

く
、
施
設
整
備
計
画
を
樹
立
し
て
大
型
水
槽

の
新
設
・
改
修
に
努
力
を
重
ね
た
。
大
火
災

に
対
処
す
る
た
め
に
は
無
限
の
自
然
水
利
に

優
る
も
の
は
な
い
。
幹
部
会
に
於
い
て
地
域

の
意
見
を
徹
し
て
河
川
水
の
利
用
を
行
う
よ

う
指
導
し
、
河
川
進
入
路
標
識
を
掲
示
し
て

非
常
に
際
し
て
遺
憾
の
な
い
よ
う
に
整
備
を

昭
和
四
一
年
第
三
分
団
と
三
ケ
年
計
画
で
全
員
の
被
服
(
ハ
ッ
ピ
)

を
新
調
、
昭
和
四
四
年
度
に
於
い
て
は
保
安
帽
(
ヘ
ル
メ
ッ
ト
)
を

購
入
し
て
全
員
に
支
給
し
た
。
な
お
昭
和
四
四
年
度
に
於
い
て
過
疎

現
象
の
た
め
団
員
確
保
が
む
づ
か
し
く
な
っ
た
た
め
、
昭
和
三
四
年

以
来
の
団
員
の
定
数
四
〇
〇
名
以
内
を
三
二
八
名
以
内
に
改
正
す
る

と
共
に
、
そ
の
年
令
も
従
来
は
一
八
歳
以
上
四
五
歳
ま
で
で
あ
っ
た

の
を
一
八
歳
以
上
に
改
め
た
。

消
防
団
の
年
間
に
お
け
る
行
事
は
、
新
年
早
々
に
出
初
式
、
春
の

計
る
な
ど
、
限
ら
れ
た
人
員
で
施
設
お
よ
び
機
械
器
具
を
満
度
に
活

用
し
て
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
よ
う
に
萬
全
を
期
し
て
い
る
。
被
服

に
つ
い
て
は
昭
和
三
九
年
に
第
一
分
団
、
昭
和
四
〇
年
第
二
分
団
、

可搬動力ポンプ操法

火
災
予
防
週
間
、
秋
の
火
災

予
防
週
間
、
防
火
デ
ー
行

事
、
年
末
警
戒
、
非
常
災
害

の
出
動
、
教
育
訓
練
、
幹
部

会
お
よ
び
幹
部
講
習
会
な
ど

で
あ
る
。
昭
和
三
二
年
か
ら

は
毎
年
一
回
、
県
お
よ
び
上

浮
穴
郡
連
合
会
主
催
に
よ
る

消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
以
後
各
分

団
か
ら
一
チ
ー
ム
宛
選
手
を
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出
動
さ
せ
て
消
火
訓
練
技
術
の
習
熟
を
期
し
て
い
る
。

美
川
村
消
防
団
発
足
以
来
二
〇
年
、
消
防
施
設
は
整
備
し
、
消
防

幹
部
の
指
揮
能
力
の
高
揚
と
、
団
員
の
教
育
訓
練
に
は
げ
み
、
有
時

即
応
の
人
的
態
勢
も
完
備
さ
れ
て
来
た
。
今
や
交
通
通
信
網
の
態
勢

消

防

勢

力

配

置

状

況

完
備
に
と
も
な
い
、
国
を
挙
げ
て
消
防
常
備
化
が
叫
ば
れ
て
お
り
、

上
浮
穴
郡
に
お
い
て
も
郡
内
共
同
で
全
域
の
治
安
維
持
に
対
処
し
、

交
通
事
故
・
水
火
災
・
そ
の
ほ
か
緊
急
事
態
に
応
ず
る
べ
く
、
常
設

消
防
署
設
置
の
気
運
に
至
っ
て
い
る
。
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第2章 消

美
川
村
歴
代
消
防
団
幹
部
名
簿

長

第
一
「
分
圭
団

副

団

長
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第

二

分

団

第

三

分

団
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